
令和６年度 県内博物館・美術館周遊バスツアー支援事業補助金実施要綱 

（令和６年度旅行商品造成に対する補助金） 

 

１ 事業の目的 

県内博物館・美術館周遊バスツアー支援事業は、テーマ性を持って県内博物館・美術館

を巡るバスツアーを企画する旅行会社を支援し、県民の博物館・美術館への興味関心の向

上を図るとともに、北陸新幹線福井・敦賀開業を契機とした福井・敦賀駅発着の定期的な

観光周遊バスにつなげ、博物館・美術館を核とする県内周遊の促進を図ることを目的とし

て補助金を交付する。 

 

２ 補助金交付の対象 

（１）補助対象者 

旅行業法（昭和２７年法律第２３９号）および同法施行規則（昭和４６年運輸省令

第６１号）の規定による第一種旅行業、第二種旅行業または第三種旅行業の登録を受

けている団体のうち、「福井県女性活躍推進企業」に登録された団体 

（２）補助対象期間 

令和６年６月１日から令和７年３月２２日までの間を出発日として催行される旅行 

※なお、先着順に受付のうえ、予算の上限に達し次第、募集を締切る。 

（３）補助対象事業 

補助金の交付対象事業は、次に掲げる要件を全て満たす旅行商品とする。 

・ 福井県内発着の貸切バスを利用し、福井県内を観光する９名以上（乗務員・添乗

員等を参加人数から除く実績ベース）の旅行商品であること。 

※ 「募集型企画旅行」または「受注型企画旅行」のいずれも対象とする。 

なお、令和６年度においてはＪＲ越美北線を利用した場合に補助額を加算する。 

※ 行程の一部に鉄道、航空機等を利用する旅行商品も対象とする。 

※ 越美北線を利用した場合は、貸切バス利用諸経費に加え、越美北線利用諸経費

として定額 10千円を補助する。 

・ 福井県内の博物館・美術館を２箇所以上かつ県内観光地を１箇所以上訪問するこ

と。ただし、単に土産物施設に立ち寄る場合や単に食事をとる場合は、観光地を訪

問したとはみなさない。 

・ テーマ性のあるツアー内容とし、訪問する博物館・美術館および観光地もテーマに

沿った施設を選定すること。 

※ 芸術、戦国時代、自然科学、産業、日本遺産、仏像など、魅力的なテーマを設

定すること 

※ テーマおよび訪問する博物館・美術館の検討には「ふくいつながるミュージア

ムガイド」、「福井県内ミュージアム施設一覧」および Web サイト「FUKUIU 

MUSEUMS」（https://fukui-archive.com）も参考とすること 



※ ここでの「博物館・美術館」とは、博物館法（昭和２６年法律第２８５号）に

より定められた施設のみならず、「資料館」「記念館」「民家園」など、常設で展

示を行っている施設全般を対象とする 

・ 博物館・美術館の見学は、可能な限り解説付きとすること。 

・ 体験学習ができる博物館・美術館を訪問する場合は、可能な限り体験学習を旅行行

程に組み込むこと。 

・ 以下の旅行でないこと。 

ア 国、地方自治体、公的団体が実施する会議、研修旅行 

イ 宗教活動、政治活動を目的とした旅行 

 

３ 補助額 

バス１台当たり２５，０００円以下 

ＪＲ越美北線を利用した場合の加算額 １０，０００円 

ただし、１事業所当たり２５０，０００円を限度額とする。 

 

４ 申請等の手続 

（１）補助金の申請 

補助金の交付を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は、次に掲げる書類

を（２）に定める受付期間中に福井県に１部提出すること。 

 内容 備考 

① 補助金交付申請書（別記様式第１号）  

② 事業実施計画書  

③ 収支予算書  

④ （募集型企画旅行の場合） 

募集用チラシまたはパンフレット 

旅行行程（移動手段を含む）、旅行代金、

観光地（２箇所以上の博物館・美術館お

よび１箇所以上の観光地を確認できる

こと。）、ツアーのテーマ等が明記されて

いること。 

（受注型企画旅行の場合） 

お客様に提出した企画書 

⑤ 貸切バスを利用することが分かる書類 

（バス手配・回答書の（写）など） 

手配したバス会社、バス代金が明記され

ていること。 

⑥ 県税に滞納が無いことを証明事項とす

る納税証明書または納税状況の確認に

関する同意書（別記様式第４号）およ

び地方消費税の納税証明書 

申請をしようとするものが次の団体で

ある場合を除く 

（１）法人県民税ならびに法人事業税お

よび地方法人特別税が非課税である法

人 

（２）収益事業を行わず法人県民税なら

びに法人事業税および地方法人特別税



が非課税である任意団体 

（３）収益事業を行わないため、法人県

民税の均等割のみ課税され、かつ減免を

受けた団体 

 

（２）受付期間 

令和６年６月３日から令和７年２月２８日まで 

※ 補助金交付申請は、初の旅行催行日の１５日前（１５日前が土日祝日の場合は、

直前の営業日）までに提出すること。 

※ ただし、先着順に受付のうえ、予算の上限に達し次第、募集を締切る。 

（３）交付決定 

福井県は、補助金の交付申請があったとき、当該申請に係る書類により当該申請の

内容を審査し、補助金を交付すべきものと認めたときは、補助金の交付の決定を行う。

予算の制約により補助対象外となった事業については、他の補助事業等が中止になっ

た場合に限り、改めて審査の上交付決定を行う。 

（４）申請書類提出先 

福井県交流文化部文化課 文化施設グループ 

（住所）〒９１０－８５８０ 福井市大手３丁目１７－１ 

（TEL）０７７６－２０－０５８０ （FAX）０７７６－２０－０６６１ 

（E-mail）bunka@pref.fukui.lg.jp 

（５）中止・変更 

補助事業を中止する場合や補助対象事業の要件を満たさなくなった場合等、補助額

に変更が生じる場合（例：天候等により旅行行程を変更し、要件を満たさなくなった

場合、補助対象となるバス台数に変更が生じた場合）は、速やかに中止・変更報告書

（別記様式第２号）を福井県に提出すること。 

（６）実績報告 

申請者は、補助事業が完了した日（帰着日を基準）から起算して３０日を経過する

日または令和７年４月１０日のいずれか早い期日までに、次に掲げる書類を福井県に

提出すること。 

 内容 備考 

① 実績報告書（別記様式第３号）  

② ・貸切バスを利用したことが分かる書類 

(バス請求書(写)またはクーポン(写)など) 

※ＪＲ越美北線を利用した場合 

・ＪＲ越美北線を利用したことが分かる書

類 

・利用日、ツアー名（団体名）、参加

者数が確認できること。 

・切符(写)および乗車状況が確認で

きる写真など 

③ 旅行行程表 実際に催行した行程表 

mailto:bunka@pref.fukui.lg.jp


④ 請求書（別記様式第５号）  

⑤ 収支決算書  

（７）補助金の交付等 

補助金は、原則として、事業完了後に実績報告の内容を審査し、不備が無いことを

確認した後、支払請求書の提出から１か月以内に申請者が指定する銀行口座（日本国

内の口座に限る）へ振り込む。 

 

 

５ その他 

（１）福井県は、虚偽の申請またはその他不正の手段により補助金の交付を受けた申請者

に対しては、交付決定を取り消すことができる。 

（２）この要綱に定めのない事項については、福井県が別に定める。 


